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３月12日(火)、卒業式を行いました。第３
期生26名の旅立ちです。
校長式辞では、「峰浜リーダーズ」として、

下級生を一生懸命に引っ張ってきてくれた
ことに感謝しました。「頑張る卒業生を見て、
下級生が自分たちもそうしなければならな
いことを学んだ。峰浜小学校のよき校風は
こうして形づくられ、引き継がれていく」
ことを伝えました。また、「これから戸惑っ
たり、自分の思い通りにならなかったりす
ることにたくさん出会うけど、そこでつま
ずいてもいい。失敗しない人間はいない。失敗して初めて学ぶこともある。自分
が失敗してつらい思いを経験した人は、人のつらさを思いやる温かい心が育つ。
失敗の経験は人間を成長させる」ことを伝えました。そして、一歩ずつ確かな歩
みを続けて、ふるさと峰浜を支える人へとたくましく成長してほしいと励ましま
した。

卒業生と在校生による
「お別れのことば」では、
卒業生が六年間の思い出
を振り返り、在校生から
は感謝の気持ちが伝えら
れました。最後に卒業生
は「峰浜小学校の校訓『元
気・根気・勇気』を胸に
未来へと羽ばたきます。

ありがとう峰浜小学校」と力強く呼びかけました。そして、全校で「また会う日
まで」の合唱を体育館いっぱいに響かせました。厳粛の中にも温かみのあるとて
もよい式となりました。

今回の卒業式にも、卒
業生の祖父母の方が参列
くださいました。大変あ
りがたいと思っています。
これからも、学校の行事
に参加してご協力いただ
ければと思います。

み ね は ま
峰浜小 第３期生が卒業

感動的な卒業式になりました

６年生 ありがとう大 好 き な 峰 浜 小 さ よ う な ら

教育目標「知・徳・体の調和のとれた ふるさとに生きる子どもの育成」

２月28日(木)、６年生に感謝の気持ちを伝え
る会を行いました。５年生が中心になって企
画・準備した集会です。５年生にとっては、
学校の先頭に立って実施する最初の児童集会
です。ゲームを通して、６年生との最後の遊
びを十分に楽しみました。６年生からはダン
スの発表があり、みんな大喜びでした。

３月４日(月)に、大沢老人クラブ婦人部の方々から学校へ手縫い
の雑巾７０枚をいただきました。また、卒業式に際しては、松波
苑から式場を飾るスタンドフラワー、手芸クラブ指導者の阿波野
・岡本・伊藤先生からアレジメントフラワーをいただきました。
誠にありがとうございました。

６年生ありがとう集会
楽しく温かい集会になりました

雑巾を寄贈していただきました

コミュニティ・スクールとして、本校の重点目標に対する取組を、学校運営協議会
で委員の方々に評価していただきました。

重 点 目 標 主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業改善により，確かな学力を培う

学校関係者 県学習状況調査で全学年・全教科で県平均を上回る目標を達成できた。「峰小授業ス

評価と意見 Ａ タイル」を意識した共通実践が為されており，「深い学び」を目指そうとする意識や取組
が教師間に見られる。

重 点 目 標 「居場所づくり」と「絆づくり」を通して楽しい学校をつくる

学校関係者 全ての児童がいつでも100%楽しいと思えることは難しい。徐々に楽しいと思えるようになれば

評価と意見 Ａ よい。小さなトラブルが大きないじめにつながらないよう，初期対応できるシステムが機能して
いるので，現状で十分に目標を達成していると判断する。

重 点 目 標 ふるさとに根ざした活動を通してキャリア教育を充実させる

学校関係者 地域の人材や産業を生かして地域の方々と触れ合う活動を通して，子どもたちの地域への

評価と意見
Ａ

愛着と貢献意識の醸成につながった。

学校関係者評価

教育目標「知・徳・体の調和のとれた ふるさとに生きる子どもの育成」


